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東川園長 挨拶 ～ 「できた」「がんばれた」を育ちの土台に ～

【きらきら】

7月23日（木）～29日（水）にきらきらフェスティバルを行ないました。親子で夏を感

じられるようにと内容を考えました。

午前中はうちわを用いた製作を行いました。どのお子さまも自由にお絵描きをしたり、

シールを貼ったりと楽しむ様子が見られました。また、完成するとうちわを扇ぎ、風を送る

様子も見られました。午後からはお祭り遊びを行ないました。普段のお子さまの姿に合わ

せて、すいか割りや魚釣り、輪投げなど様々な遊びを準備しました。どのお子さまも自分の

好きな遊びを見つけ、一生懸命遊ぶ様子が見られました。お祭り遊びの後は、みんなでか

き氷を食べました。かき氷機から削られる氷を見て、興味を示し、食べてみたり、氷に触れ

てみたりする姿が見られました。

一日を通して、お子さまの興味を示して触れてみたり、取り組んでみたりする姿を見ることができました。今後

もお子さまが自ら「やってみたい」と感じる行事内容や日々の活動内容を考えていきたいと思います。 （山下）

【あおぞら】

８月５日（水）～７日（金）に保護者の方にも参加していただき、各クラスであおぞらフェスティバルを行いまし

た。いつもと違う雰囲気でドキドキしていた子どもたち。お祭りではうちわ製作やボーリング、宝探しやすいかわり

などお父さんお母さんと一緒に夏ならではの遊びを楽しむことができました。最後のかき氷では、かき氷機で氷

が削られる様子に興味津々。食べることが難しいお子さんも氷を触ってみたり、シロップをかける瞬間をよく見る

ことができていました。

これからも子どもたちの興味や「やってみたい」と思う気持ちを大切にしていきたいと思います。 （長尾）

明石市が発行している「サポートノート『かけはし』」は、「お子さまの成長を記録し、支援をつなぐためのノー

ト」です。お子さまの支援に必要な情報を保護者が記入し、園や学校、児発や放デイの先生、お医者さんなどの

お子さまにかかわる方に渡すことで、ご本人もご家族も支援者も安心できる、優れもののアイテムになります。具

体的に記述することで保護者もあらためてお子さまのことに気づいたり、その時の援助の仕方をまとめることが

でき、書いたノートや書類を綴じていくとお子さまのアルバムや辞典のようになっていきます。

今回の講座にはあおぞら園・きらきらのお母様6名の方が参加してくださいました。全員の方がしっかりと宿題

を書いてこられ、講座の中ではお互いに見せ合って「相手にわかりやすいように書くことが大事」など、いろいろ

な気づきを得たり、情報交換をされたりして有意義な時間を過ごしていただけたようでした。

２回目の講座では、お子さまの新しい所属先に実際に渡すことを想定して作っていただきますので、あおぞら

園・きらきらとしても、よりバックアップしていきたいと思います。 （副施設長・吉川）

朝夕には少しずつ秋の気配を感じる頃となりましたが、日中はまだ暑さが残り、子どもたちの体調にも気を配り

ながら過ごす日が続いています。夏の疲れが出やすい時期でもありますので、園でも一人ひとりの様子を丁寧に

見ながら、安心して過ごせる毎日を大切にしていきたいと思います。

長く教育や発達支援に関わる中で、保護者の方から「子どもには必要なことをしっかり身につけてほしい」「将

来困らないように、時には厳しく教えてほしい」という思いをお聞きすることがありました。その言葉の背景には、お

子さんの将来を心配し、少しでも自分らしく生活していける力を身につけてほしいという、保護者としての深い願

いがあります。

もちろん、生活の中で大切なことを伝えていくことは必要です。危ないことや人を傷つけることについては、子ど

もにわかる言葉や方法で、繰り返し伝えていきます。一方で、幼児期の子どもたち、特に発達に特性のある子ども

たちにとっては、まず「この大人は安心できる」「ここなら大丈夫」と感じられることが、学びの土台になります。不

安や緊張が強い状態では、注意された内容を受け止めたり、自分の行動を調整したりすることが難しくなること

があります。

だからこそ園では、「できなかったこと」だけに目を向けるのではなく、「ここまでできたね」「がんばっていたね」

と、小さな成功や努力を一緒に確認することを大切にしています。「できた」「がんばれた」という経験は、子どもた

ちの自信となり、次の挑戦へ向かう力になります。

園と家庭で子どもたちの小さな育ちを見つけ合いながら、一人ひとりの成長を支えていきたいと思います。今月

もどうぞよろしくお願いします。

今年もタッチプールを開催しました ～ 海の生き物に触れる ～

１回目の「サポートノート」講座を行ないました

気持ちを合わせたひまわりっこクラブ ～ きょうだい児との夏祭り ～

8月4日（木）に西二見漁業組合の松本組合長様にご協力いただき、タッチプールを行

ないました。たくさんのご参加ありがとうございました。最初は、海の生き物（ヒトデ、たこ、

魚）に驚いたり、怖がったりする様子がありましたが、大人が触っている様子をよく見たり、

実際に海の生き物に触る様子も見られていました。近くで見たり、指差しをしたり、大人と

一緒に触れてみたり等様々な方法で楽しむ姿が見られていました。

保護者の方からは、水族館等での触れ合いブースでは、他のご家庭に迷惑がかからな

いよう配慮したり、ダイナミックに魚に触れたりすることが難しいため、顔なじみの先生と一緒に広さのある場所

で思う存分海の生き物を触ることができて良かった等のお声をいただきました。

また、普段の園での生活でも実際に泳いでいる海の生き物を見る、触る体験は難しい為、初めての体験、経

験になったのではないでしょうか。今後も初めての行事や活動の中で環境を整えたり、大人が見本を積極的に

示したりすることで子どもたちの「やってみよう」の気持ちを少しでも伸ばせていけたらと思います。 （吉武）

きらきら・あおぞらフェスティバルを開催しました！

８月2１日(金)午前中、在園児のきょうだい7名と、お父様お母様、さらにおじい様おばあ様と計14名にご参加

いただきました。

   今回は夏祭り形式で、うちわ作りの制作コーナー、毎年大人気の「射的」やほしいお菓子をめがけてボールを

投げる「お菓子ボーリング」、「お菓子つかみ」、「わなげ」、100ｇぴったりを目指そう「はかりゲーム」など、ご家

族で協力しながら、ゲームを楽しんでいただきました。最後の「以心伝心ゲーム～気持ちをあわせよう～」では、

対面する家族と同時にカードを出し、カードが同じものであれば気持ちが

通じ合っている！というゲームを行いました。自分の好きなカードを出した

り、相手の気持ちを想像して出したりと、ドキドキワクワクのゲームでした。

気持ちがぴったりあった時には、歓声があがっていました。

   きょうだいのみなさんやご家族が参加していただき、笑顔がたくさん見

られ、とても嬉しい気持ちでいっぱいになりました。次回は年末に「ひまわ

りっこクラブ」を予定しています。たくさんのご参加お待ちしています。

（小坂田）
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